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確かな学力を身に付ける算数科学習指導方法の研究
－ 数学的な見方・考え方を深める発展的な学習を取り入れて －

富士町立富士小学校 教諭 山下 嘉子

要 旨

本研究は，児童一人一人が数学的な見方・考え方を深めるための発展的な学習における指導の在り方

を明らかにしようとしたものである。手立てとして，既有の知識やこれまでの経験をゆさぶる課題の開

発をし，自分の見方・考え方を振り返るために，課題に対する予想をさせたり，オープンエンドの問題

に取り組ませたり，視点を与えた学習感想を書かせたりした。その結果，児童が，解決の根拠を見直し

たり，自分の見方・考え方の誤りに気付いたり，友達の見方の良いところを見付けたりする姿が見られ

た。また，既習の数学的な見方・考え方を活用することにより，児童は「やっぱり同じになった」と確

信をもったり 「そう考えればいいんだ」と納得したりし，深まった考えをもつことができた。，

＜キーワード＞ ① 数学的な見方・考え方 ②ゆさぶる課題 ③発展的な学習 ④オープンエンド

１ 主題設定の理由

文部科学省は，平成14年１月に発表した『学びのすすめ』の中で 「学習指導要領の内容を十分理解し，

ている児童生徒に対しては、学習指導要領の内容のみにとどまらず、理解をより深めるなどの発展的な学

習に取り組ませ、さらに力を伸ばしていくことが求められます と述べている。これは発展的な学習を」（１）

積極的に取り入れ，これまで以上に児童一人一人に確かな学力を保証することである。

これまでの発展的な学習を振り返ってみると，削減された内容の復活であったり，問題を難しくしたり

するだけの場合もみられた。プリントによる繰り返し学習で知識・理解や表現・技能の基礎的な力を付け

てきている。しかし，数学的な見方・考え方などの基本的な力を深める教材開発は十分行われてきたとは

いえない。また，学力向上というと 「計算ができる 「量を測定できる 「図形の弁別・作図ができる」， 」 」

など知識・理解や表現・技能が中心となっている実情がある。知識・理解や表現・処理の基礎的な力は，

数学的な見方・考え方など基本的な力に支えられより定着していくものである。

そこで，本研究では，児童が生き生きと取り組み，学習してきた見方・考え方を深める発展的な学習の

在り方を探りたいと考え，本主題を設定した。

２ 研究の目標

算数的活動を中心にすえ，数学的な見方・考え方を深める発展的な学習の在り方を明らかにする。

３ 研究の仮説

既有の知識や経験で身に付けたものをゆさぶる課題に取り組ませ,オープンエンドアプローチの学習展

開を図れば，学習したことを振り返り，深まった考えをもつ児童が育つであろう。

４ 研究の内容と方法

① 数学的な見方・考え方や補充的・発展的な学習について，文献や資料を基に理論研究を行う。

② 学習指導案の作成及び授業による検証を行う（第３・４・５学年 。）

③ 検証授業に関する考察とまとめをする（仮説の有効性の検討 。）
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５ 研究の実際１ （実践化への手立て）

(1) 「見方・考え方を深める」とは

単元の中で学習した知識を活用して問題を解決す

ることはこれまでも行ってきている。しかし，新し

事い課題に直面したときになぜそうなるのか，既習

項を使って説明したり（根拠性 ，学習した見方・）

考え方を使って応用問題を解決したり（社会性・実

践性 ，様々な事象と関連付ける（展望・拡大性））

ことは十分ではなかった。そこで，本研究では，図

１に示すように，単元で学習した見方・考え方を繰

図１ 研究の全体構造図り返し使うことにより，いろいろな場面で使える力

資料１ 発展的な学習となることを 見方・考え方の深まり ととらえる「 」 。

(2) 本研究における「発展的な学習」とは

発展的な学習は，これまでも通常の１時間

の学習指導において, もしも～だったら ほ「 」「

」 ，かのものでも決まりはあてはまるかな？ 等

発展的に考える場面を設けてきた。本研究の

発展的な学習は，図１に示すように，小単元

末・単元末にその単元で学習した見方・考え

方を「活用する場」として設定する。ここで

は児童が既有の知識やこれまでに経験したこ

とで身に付けていることに、ゆさぶりをかけ

る課題に取り組ませる。疑問や葛藤の状態から

(2)「 」「 」やっぱりこれでいいんだ ここでもあの考えが使えるんだ 資料２ 教材開発の視点

と単元で学習したことを振り返りながら，児童が納得し確信を

もつことにより，いろいろな場面で使える力となると考える。

(3) ゆさぶる課題とは〈検証の視点Ⅰ〉

児童がこれまでの学習や経験で身に付けている見方・考え方

の中であいまいさのあるものに対して，疑問や葛藤を引き起こ

すゆさぶりをかける課題を開発していく。図２の、ゆさぶる課

題の例は，資料１（発展的な学習〈ねらい〉ア～ウ〈進め方〉

a・ｂ）資料２（教材開発の視点①～⑧）の中のどれに当たる

のかを示して挙げたものである。

可逆的な思考を促す課題

① 未完成の問題にする

② 作問させる

③ 逆算問題にする

学んだ数理を関連付ける課題

④ 別の視点を与える

⑤ 数相や図形を変える

⑥ 生活場面に活用させる

⑦ 関連する次の単元で生きてくる課題

⑧ 似ている見方・考え方

＜ねらい＞

身に付けた基礎・基本を基にして，より広げたり，深めたり，

進めたりする。

ア 知的なおもしろさを感じさせ，自ら学び自ら考える力を

高める。

イ 算数を学ぶ楽しさと充実感を味わえるようにする。

ウ 数量や図形についての意味や数学的な考え方や技能を実

感的にとらえさせ，その価値や必要性を感じられるように

する。

＜進め方＞

児童自らが工夫したり，発展させたりしていけるような学習

a 基礎・基本の上に新たなものを作り上げる。

b 基礎・基本を活用して問題を解決する。

児童の知識・
経験・思い込

ゆ さ ぶ る 課 題
深まった
見方・考え方

３
年

重
さ
し
ら
べ

「 重さは、小さく

ちぎっても形を変

形しても、水に浮

いていても,変わっ

たり無くなったり

しない。重さは変

わらないので、た

し算やひき算がで

きる」という見方

・考え方。

小さく

分割した

り、変形

したりす

ると、重

さは減る

と、考え

ている。

ウ－ｂ－⑥

重さ名人クイズに挑戦！

Ｑ１ ちぎった粘土

の全体の重さは

どうなるだろう。

Ｑ２ 片足で体重計

に乗ると体重は

どうなるだろう。

減るんじゃ

ないかな？

半分にな

るよ。

確かな学力

見方・考え方を深める

単元 発展的な学習

学習した

数学的な
見方
考え方

えっ？どう
するの

あの考え方
が使えたね

ゆさぶる
課題

繰り返し

振り返り
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図２ ゆさぶる課題の例

(4) 学習の振り返りについて〈検証の視点Ⅱ〉 表１ 学習感想の視点

ゆさぶる課題を児童はどのような見方・考え方を使って解決し

たかを知るために，予想や学習感想の視点（表１）を基に，ワー

クシートに感想を書かせる ここでもあの考えが使えるんだ ○。「 」「

○さんは，あの見方を使っているんだ」など，児童の書いたもの

から，数学的な見方・考え方の変容や深まりを，読み取っていく。

６ 研究の実際２ （授業を通した実践的研究）

(1) 検証授業

ア 単元 第５学年「円」の発展的な学習

イ 目標 辺の長さと面積の関係を調べ，決まりを見付けることができる。

ウ 指導計画 「円」の単元末に設定（１時間）

エ 検証の視点

検証の視点 本時の具体的な検証内容 検証の方法

検証の 既有の知識や経験で身に付けた 課題を予想させることにより，長さが２倍３倍…となると面 ワークシート

視点Ⅰ ものをゆさぶる課題であるか。 積は２倍３倍…と比例するという思い込みをゆさぶり，自分の 発言

見方・考え方を見直すきっかけとなる課題であったか。

検証の 学習したことを確かめたり，自 長さと面積の関係において，長さが２倍３倍…になると面積 ワークシート

視点Ⅱ 分の見方・考え方を振り返ったり は４倍９倍…になるという見方・考え方を認識することができ

することができたか。 たか。

・ 大切だと思ったこと
・ 友達の考えでいいなと思ったこと
・ 困ったこと
・ 新しく分かったこと
・ 勉強してみたいこと

４
年

面
積

４
年

分
数

５
年

円

「一見公式が使え

ない形でも、一辺の

長さが分かるように

三角形・四角形に分

けることで、求める

ことができる」とい

う見方・考え方

「分数の基になる

１が同じであるもの

は大小を比較するこ

とができるが,基にな

る１が違うから簡単

には比較できない」

という見方・考え方

「長さと同じよう

。には増えていかない

面積は４倍９倍16倍

。と増えていくんだな

長さと広さの単位は

違う」という見方・

考え方

公式を学習

すると公式に

捕らわれる。

正方形の面積

を求めるには

公式を使えば

よい。

分数の大小

を比較すると

き、基になる

１を意識して

いない。

図形の辺(底

辺・半径)の長

さが２倍３倍…

になると面積

も、長さと同じ

ように２倍３倍

…というように

増えていくと考

えている。

ア－ｂ－④⑦

右の正方形

の面積を工夫

。して求めよう

１マスは１㎝

。の正方形です

一辺の長さ

が分からな

い。公式は

使えるのか

な？

ア－ｂ－④⑦

Ａピザの１／４とＢピザの１／３

ではどちらが大きいでしょう。

Ａピザ Ｂピザ

１／４より

１／３の方

が大きいよ

ね。

ウ－ｂ－⑤

習った図形の辺

（底辺・半径）の

長さが２倍３倍４

倍…になると面積

はどのように変わ

るだろう。
面積も長さと同じように２倍３倍

…と増えていくと思う。
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オ 授業記録
過

児童(Ｓ)の活動と教師(Ｔ)の働きかけ（一部省略）程
○本時の問題に出会い，解決の見通しをもつ。

。つ 問題に対する児童の予想

・長さが２倍３倍４倍…になると面積か
。 （ ）む Ｔ 長さが２倍になるというのは，どんなことかな？正方 も２倍３倍４倍…になる 16名

形で考えてみようか。 ・面積は増えていく。どれくらい増え

。 （ ）Ｓ 辺が２倍になる。 るかは分からない ２名

Ｔ そうそう。辺の長さが２倍になることね。こっちだけ ・長さが１㎝だとしたら、面積は１㎝

でいい？ ×１㎝＝１㎠ 長さが２㎝だとした

Ｓ ・・・・。 ら、(続きを尋ねると「分からない」

。 （ ）Ｔ こちらの方向も２倍になるということです。さあ，どうなると思うか予想 と答える) １名

を書いてください。そう考えたわけも書けるといいね。後で予想をみんな

なに発表してもらいます （右枠参照）。

抽出児Ａ児 抽出児Ｂ児 抽出児Ｃ児

（事前テスト正答率50％） （事前テスト正答率０％） （事前テスト正答率０％）

(前提テスト正答率64％) (前提テスト正答率79％) (前提テスト正答率87％)

Ｔ では，どの図形から調べてもいいです。それから方法もいろいろありますが自分にとって簡単でやれそうだなと見
思う方法で調べてください。１つの図形が調べ終わったら，他の図形をどんどん調べましょう。通
（一人調べ）す

抽出児Ａ児 抽出児Ｂ児 抽出児Ｃ児

調
べ
る

確
Ｔ ４人の友達の考えを教えてもらいましょう。４つの図形についてです 「なるほど！」と思うことがあるかもしれまか 。

せん。それを見付けてください。では，発表の人お願いします。め
る

ま
と
め
る

、 、 。習った図形で 長さが２倍・３倍…になると 面積はどうなるか調べよう

半径１㎝の円の面積は
１×１×3.14=3.14
半径２㎝の円の面積は
２×２×3.14=12.56
半径３㎝の円の面積は
３×３×3.14=28.26
２×２の中に１×１は４回
３×３の中に１×１は９回
入っているので,４倍,９倍
と分かりました。

そのわけは

長さが２倍３倍…になると面積は

そのわけは

わかったこと

わかったこと

辺の長さが１㎝

２㎝３㎝と増えて

いくと面積は１㎠

４㎠ ９㎠ 16 ㎠

となって４倍９

倍16倍となりまし

た。

長さが２倍３

倍４倍になる

と、面積は４

倍９倍16倍に

なることが分

かりました。

２×２＝４の２

は長さのことで

はなくて、２倍

×２倍で４倍で

す。
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振り返りタイムをしましょう。今日は尋ねていることに答えるように学習感想を書いてください。他にも書きたいＴ
ことがある人は，裏にも書いていいよ。

抽出児Ａ児 抽出児Ｂ児 抽出児Ｃ児

ま
と
め
る

資料３ 学習感想Ⅰカ 考察

(ｱ） ゆさぶる課題であったか 〈検証の視点Ⅰ 。。 〉

19人中16人が 「面積も長さと同じように２倍３，

倍４倍…と増えていく」と考えていた。調べていっ

た結果，予想とは違っていたことに，児童は驚き，

初めて知った喜びなどを感じていた。この課題にゆ

さぶられていたことが，資料３の学習感想からよく

分かる。

(ｲ) 学習したことを確かめたり，自分の考え方を振り

返って見方・考え方を深めたりすることができたか

〈検証の視点Ⅱ 。〉

資料３学習感想Ⅰの「予想とは違っていた 「気」

付かなかった」という感想から，自分を振り返って

いることが分かる。また，資料４学習感想Ⅱの「Ｄ

資料４ 学習感想Ⅱちゃんの考えは,これから役に立ちます 「考え方が」

分かりやすかった 「こんな考えがあるんだな 「円」 」

の面積は計算しなくても『半径×半径の時点で分か

る』ということが分かった 」という感想から，友。

達の見方・考え方の良さを感じていることが分か

る。また 「平行四辺形も円も正方形も三角形も，，

形は違うけど面積の何倍は一緒なんだ」や「きちん

と４倍９倍16倍…と決まって増えていくのが分かっ

て，ちゃんと決まっているんだ！他の図形はどうか

な？って，もっといっぱい調べればよかったな」と

いう感想から，面積の決まりに気付き，単位につい

ての見方・考え方を深める姿が見られたと言える。

また，次頁資料５の事前テストでは、１㎡＝100

㎠は正しいと回答し，その説明を見ると長さと広さ

を同じものであるという見方をしていたことが分か

る。発展的な学習で、長さと広さの単位は違うとい

う数学的な見方・考え方を学習した後の資料５の事

後テストでは、その数学的な見方・考え方を使い、

１㎡＝100㎠が正しくないことを的確な根拠をもっ

新しく分かったこと友達の考えでいいなと思ったところ

○ いろいろな決まりがあったのか－と思いました。調
べる前と後ではすっきり感が違ったです。

○ 円の面積は計算しなくても 「半径×半径の時点で、
分かる」ということが分かった。

○ Ｄさんの円の面積の求め方がいいなあと思った。

○ Ｄちゃんの考えは、半径×半径の時に何倍か分かる
と説明してくれたから、これから役に立ちます。

○ 平行四辺形も円も正方形も三角形も、形は違うけど
面積の何倍は一緒なんだなーと思いました。

○ きちんと４倍９倍１６倍…と決まって増えていくの
が分かって、ちゃんと決まっているんだ！他の図形は
どうかな？って、もっといっぱい調べればよかったな
と思いました。

○ 長さと面積の決まりを知って、勉強になった。もっ
といろいろな決まりを知りたいです。

○ 調べる前は、どんな風に調べるのかな～。わたしの
考えで合っているのかな～と思ったけれど、調べた後
は 「ふう～ん、こんな考えがあるんだ」と思った。、

○ Ｒちゃんの円の公式はよく分かりました。
２㎝×２㎝×3.14は１㎝×１㎝×3.14の3.14倍で、
３㎝×３㎝×3.14は１㎝×１㎝×3.14の９倍でという
ところが、私の思っていたことと違っていました。

新しく分かったこと・大事だなと思ったこと

○ 長さが２倍３倍４倍・・・なると４倍９倍１６倍・

・・になる決まりがあるとは気付かなかった。

○ 面積は４倍９倍16倍となることが分かり、予想と違

ってびっくりした。

○ 調べる前は２倍３倍と（長さと）同じように増える

と思っていたけど、４倍９倍16倍と増えると分かって

よかったです。

○ 予想したのが「大きくなっていく。２倍３倍４倍・

・・」と書いていたけれど、全然予想と違ったから驚

きました。

○ 面積が４倍９倍16倍になるとは思わなかった。

○ ぼくは、最初長さが２倍３倍４倍・・・になると面

積も２倍３倍４倍・・・になると思っていたけれど、

実際は違っていたからびっくりしました。
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資料５ 事前テスト（上）と事後テスト（下）て説明することができるように

なってきた。更に、表２の事前 抽出児Ｂ児 抽出児Ｃ児

テスト・事後テストの変容から

も 「図や言葉を使い説明でき，

」 、る 児童が５％から45％に増え

根拠を明らかにして説明するこ

とができるようになってきたこ

とが分かる。また、資料５の事

後テスト記述から，長さと広さ

は違うものであり、単位の意味

を理解していることが分かる。

このことから，単位に対する数

学的な見方・考え方を深めなが

ら，他の問題でも使える力となっていったと言える。

表２ 事前テスト・事後テストの変容

７ 研究のまとめと今後の課題

(1) 研究の成果

ア ゆさぶる課題の開発

児童の知識や経験での数学的な見方・考え方の思い込みやあいまいさにゆさぶりをかけることによ

り，自分の見方・考え方の誤りに気付くことができた。また，あいまいにしていたことに明確な根拠

， 。 ，をもって説明できるようになり 見方・考え方を再構築することができるようになってきた そして

これまで学習してきたことの意味理解を深めることができた。

イ オープンエンドアプローチの学習展開

既習の知識・技能や数学的な見方・考え方をいろいろ組み合わせて他の問題解決場面に発展的に活

， ， ，用させることを通して 内在する関係や法則を発見し 問題を解決していくことができるようになり

違う場面でも使える力となった。また，友達の発見した事柄や方法，見方・考え方を知り，それを批

， 。判したり受け入れたりすることで 自分の見方・考え方を修正したり発展させたりすることができた

(2) 今後の課題

数学的な見方・考え方を更に深めていくために，ゆさぶる課題を各学年開発し，算数科の単元計画，

年間計画に位置付けていくことが必要である。また，これまで学習してきたことと比較させるような発

展的な学習の教材開発をし，その効果的な取り入れ方を明らかにしていきたい。
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